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故
團
野
弘
之
先
生
寄
贈
「
正
法
眼
蔵
諸
写
本
」
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

鶴
見
大
学
　
　
海
野
　
雅
央

　
元
本
学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
團
野
弘
之
先
生
が
生
前
全
国
の
ご
寺
院
等
を
渉
猟
し
、
調
査
・
蒐
集
さ
れ
た
「
正
法
眼
蔵
諸
写
本
」（
略

称
「
團
野
写
本
」）
が
、
平
成
十
三
年
度
に
ご
遺
族
か
ら
本
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
度
、
主
に
近
世
の
書
写
本
を
除
く
フ
ィ
ル

ム
が
仏
教
文
化
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
の
を
機
に
、
そ
の
活
用
を
検
討
す
る
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
の
状
態
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　
フ
ィ
ル
ム
の
形
態
は
、
團
野
先
生
ご
自
身
が
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
三
十
五
ミ
リ
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も

若
干
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
研
究
所
に
移
管
さ
れ
た
際
に
一
部
の
フ
ィ
ル
ム
に
酢
酸
臭
を
放
ち
、
ビ
ネ
ガ
ー
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
状
態
を
呈
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
当
初
の
調
査
目
的
は
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
調
査
を
行
い
、
劣
化
し
て
い
る
フ
ィ
ル
ム

が
ど
の
く
ら
い
あ
り
、
そ
の
う
ち
修
復
可
能
な
も
の
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
等
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
、
調
査
が
計
画
さ
れ

た
。
調
査
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
五
月
二
十
七
日
に
文
京
区
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
『
劣
化
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
対
策

セ
ミ
ナ
ー
』（
主
催
：（
株
）
ニ
チ
マ
イ
・
劣
化
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
救
う
会
）
に
池
准
教
授
と
と
も
に
参
加
し
た
り
、
フ
ィ
ル
ム
修
復

専
門
業
者
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
専
門
業
者
に
も
意
見
を
求
め
な
が
ら
、
用
意
周
到
に
準
備
を
進
め
た
。

　
具
体
的
な
調
査
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
準
備
と
し
て
ま
ず
行
な
っ
た
の
が
次
の
二
点
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
調
査
対
象
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
五
千
七
百
五
十
本
も
あ
る
の
で
、
そ
の
対
象
を
絞
り
込
み
、
調
査
を
し
な
く
て
も
わ
か
る
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範
囲
で
、
劣
化
が
進
み
修
復
が
無
理
な
フ
ィ
ル
ム
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
事
前
の
専
門
業
者
と
の
打
合
せ
で
、
特
に
金
属
缶

で
保
管
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
に
劣
化
が
進
ん
だ
も
の
が
多
い
こ
と
等
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
選
び
出
し
、
改
め
て
綿
密
な
調
査

を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、「
修
復
不
可
の
フ
ィ
ル
ム
」
が
十
四
点
（
十
三
点
が
ネ
ガ
で
一
点
が
マ
イ
ク
ロ
）
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

次
に
、『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』（
正
編
二
十
七
巻
、
続
輯
十
巻
、
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
刊
行
会
編
、
大
修
館
書
店
、
昭
和

四
十
七
年
～
平
成
七
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
諸
写
本
に
対
象
フ
ィ
ル
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
調
査
対
象
か
ら
除
い
た
。
調
べ

た
結
果
、
五
十
三
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
以
上
の
六
十
七
点
を
調
査
対
象
か
ら
は
ず
し
、
当
初
の
対
象
リ
ス
ト
か
ら
漏
れ
て
い
た
『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
や
『
正
法
眼
蔵
私
記
』
等

を
加
え
、
最
終
的
な
調
査
対
象
フ
ィ
ル
ム
を
確
定
し
た
。
こ
れ
が
左
記
記
載
の
通
り
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
百
九
十
四
点
四
千
四
百
三
十
九

本
と
な
っ
た
。

　
調
査
方
法
は
、
予
め
タ
イ
ト
ル
が
記
入
さ
れ
た
別
紙
の
調
査
票
の
各
項
目
に
つ
き
、
当
該
フ
ィ
ル
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
結
果
を
記

入
す
る
方
法
で
行
な
っ
た
。
数
が
多
い
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
優
先
的
に
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
時
間
不
足
で
調
査
で

き
な
か
っ
た
。

　
調
査
は
、
八
月
十
七
日
～
三
十
一
日
の
十
一
日
間
で
、
海
野
ほ
か
三
名
の
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
学
生
が
行
な
っ
た
。
調
査

結
果
は
、
別
紙
の
通
り
で
、
当
初
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
撮
影
不
良
（
本
文
の
上
に
手
を
置
い
た
ま
ま
撮
影
さ
れ
た
も
の
等
）
の
フ
ィ

ル
ム
が
四
十
四
点
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
調
査
所
見
に
も
ふ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ル
ム
は
撮
影
し
直
す
し
か
方
法
が
な
く
、
こ

の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
計
画
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
た
。
ま
た
、
撮
影
不
良
の
も
の
を
は
ず
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
等
も
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
う
い
う
形
で
作
業
を
進
め
る
意
味
が
あ
る
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。

　
以
上
に
つ
い
て
、
十
月
二
十
七
日
開
催
の
運
営
委
員
会
で
報
告
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
木
村
所
長
か
ら
「
修
復
可
能
な
フ
ィ
ル

ム
だ
け
で
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
資
料
的
価
値
が
あ
る
の
か
の
判
断
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
。
当
該
の
写
本
フ
ィ
ル
ム
及



故團野弘之先生寄贈「正法眼蔵諸写本」の調査結果について

― 209 ―

び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
か
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
の
旨
を
付
言
す
る
。

　
　
　
調
査
対
象
リ
ス
ト

　
調
査
対
象
リ
ス
ト
等
は
、
團
野
弘
之
先
生
が
編
ま
れ
た
左
記
の
『
所
在
目
録
』
正
・
続
に
一
連
番
号
を
付
与
し
作
成
し
た
。
ま
た
、
リ

ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
は
、
團
野
弘
之
先
生
編
著
の
『
正
法
眼
蔵
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
に
よ
っ
た
。
　

　
　
・『
正
法
眼
蔵
写
本
の
所
在
目
録
』（
昭
和
六
十
二
年
九
月
三
日
現
在
　
團
野
弘
之
編
　
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
四
日
　
龍
宝
寺
）

　
　
　
一
～
百
六
十
一
の
番
号
を
付
与

　
　
・『
正
法
眼
蔵
写
本
の
所
在
目
録
』
続
（
平
成
三
年
十
月
一
日
　
團
野
弘
之
編
　
平
成
三
年
十
月
一
日
　
龍
宝
寺
）　

　
　
　
百
六
十
二
～
百
八
十
九
の
番
号
を
付
与

　
　
・『
正
法
眼
蔵
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』（
團
野
弘
之
編
著
　
平
成
十
一
年
一
月
十
五
日
　
團
野
弘
之
）

　
　
・
実
際
に
調
査
さ
れ
た
対
象
フ
ィ
ル
ム
は
、
以
下
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
百
九
十
四
点
で
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
別
表
」
で

　
　
　
あ
る
。

　
　
・
末
尾
に
「
調
査
所
見
」
を
付
す
。

　
　

三
　
　
　
　
　
　
　
実
相
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
　

六
　
　
　
　
　
　
　
蚶
満
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本
　

八
　
　
　
　
　
　
　
武
内
正
俊
氏
蔵
正
法
眼
蔵
二
冊
　
ネ
ガ
五
本
　

九
　
　
　
　
　
　
　
天
徳
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
九
本
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十
ノ
一
　
　
　
　
　
寶
蔵
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
二
本
　

十
ノ
二
　
　
　
　
　
寶
蔵
寺
蔵
八
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
袈
裟
功
徳
　
ネ
ガ
一
本

十
一
　
　
　
　
　
　
照
陽
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
　

十
二
　
　
　
　
　
　
林
泉
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
―
一
本
　

十
三
　
　
　
　
　
　
孝
顕
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本
　

十
四
　
　
　
　
　
　
興
正
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
四
本
　

十
五
　
　
　
　
　
　
桂
林
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

十
八
　
　
　
　
　
　
大
雄
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
　

十
九
　
　
　
　
　
　
輪
王
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
五
本
（
六
欠
）　

二
十
　
　
　
　
　
　
興
厳
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
五
本
　

二
十
一
　
　
　
　
　
寶
積
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

二
十
二
　
　
　
　
　
補
陀
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
七
本
（
十
七
欠
）　

二
十
三
　
　
　
　
　
龍
田
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
九
本
　

二
十
四
　
　
　
　
　
安
龍
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
三
本
　

二
十
五
　
　
　
　
　
大
林
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
―
一
本
　

二
十
六
―
一
　
　
　
勝
胤
寺
蔵
九
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
　

二
十
六
―
二
　
　
　
勝
胤
寺
蔵
七
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
一
本
　

二
十
六
―
三
　
　
　
勝
胤
寺
蔵
正
法
眼
蔵
影
室
　
ネ
ガ
一
本
　

二
十
七
―
一
　
　
　
河
村
孝
道
氏
蔵
八
十
九
巻
本
桃
牛
寺
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本
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二
十
七
―
三
　
　
　
河
村
孝
道
氏
蔵
九
十
巻
本
卍
山
良
高
序
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
五
―
一
本
　

二
十
七
―
四
　
　
　
河
村
孝
道
氏
蔵
七
十
四
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本
　

二
十
七
―
五
　
　
　
河
村
孝
道
氏
蔵
九
十
五
巻
本
津
梁
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
三
―
四
本
　

二
十
七
―
六
　
　
　
河
村
孝
道
氏
蔵
九
十
五
巻
本
種
月
寺
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
―
三
本

二
十
七
―
七
　
　
　
河
村
孝
道
氏
蔵
九
十
五
巻
本
定
正
院
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
二
―
二
本

三
十
―
一
　
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
八
十
巻
本
永
建
寺
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
一
―
三
本

三
十
一
―
二
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
八
十
四
巻
本
桃
渓
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
二
本

三
十
一
―
三
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
八
十
四
巻
本
英
元
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
三
本

三
十
一
―
四
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
八
十
四
巻
本
功
山
寺
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
本

三
十
一
―
五
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
長
谷
寺
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
六
本
　

三
十
一
―
七
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
千
栄
寺
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
四
本

三
十
一
―
九
―
一
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
八
十
三
巻
本
正
法
眼
蔵
五
冊
　
ネ
ガ
七
本

三
十
一
―
九
―
二
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
本
正
法
眼
蔵
諫
蠹
録
　
ネ
ガ
四
本

三
十
一
―
九
―
三
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
本
正
法
眼
蔵
補
闕
録
　
ネ
ガ
二
本

三
十
一
―
九
―
四
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
本
正
法
眼
蔵
三
冊
　
看
経
　
諸
悪
莫
作
　
三
界
唯
心
　
ネ
ガ
一
本

三
十
一
―
十
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
七
十
八
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
七
本

三
十
一
―
十
一
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
七
十
九
巻
本
飯
田
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本
　
　

三
十
一
―
十
三
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
永
松
寺
蔵
正
法
眼
蔵
抜
粋
書
　
ネ
ガ
三
十
本
　
　

三
十
一
―
十
四
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
九
十
六
巻
本
独
掌
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
四
十
二
本
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三
十
一
―
十
五
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
九
十
六
巻
本
逸
先
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本

三
十
一
―
十
八
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
九
十
五
巻
本
通
和
尚
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本
　

三
十
一
―
十
九
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
九
十
五
巻
本
戒
傳
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
九
本

三
十
一
―
二
十
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
九
十
五
巻
本
本
光
本
系
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
三
本

三
十
四
　
　
　
　
　
泉
龍
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
七
本
　

三
十
九
　
　
　
　
　
清
源
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

四
十
二
　
　
　
　
　
萬
松
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
六
本
　

四
十
三
　
　
　
　
　
吉
蔵
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

四
十
五
　
　
　
　
　
慈
眼
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

四
十
六
―
一
　
　
　
慈
光
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
八
本
　

四
十
六
―
二
　
　
　
慈
光
寺
蔵
七
十
八
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
五
本

四
十
七
　
　
　
　
　
徳
泉
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

四
十
八
　
　
　
　
　
楞
厳
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

四
十
九
　
　
　
　
　
林
泉
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
七
本
　

五
十
　
　
　
　
　
　
寶
壽
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
七
本
　

五
十
一
　
　
　
　
　
千
光
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本
　

五
十
三
―
一
　
　
　
大
本
山
總
持
寺
祖
院
蔵
八
十
九
巻
本
道
明
玉
團
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
本

五
十
三
―
二
　
　
　
大
本
山
總
持
寺
祖
院
蔵
九
十
巻
本
永
山
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本

五
十
三
―
三
　
　
　
大
本
山
總
持
寺
祖
院
蔵
九
十
五
巻
本
淳
経
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
八
本
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五
十
六
―
十
一
　
　
大
本
山
永
平
寺
蔵
八
十
四
巻
本
義
淳
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
八
本
　

五
十
六
―
十
二
　
　
大
本
山
永
平
寺
蔵
八
十
四
巻
本
承
天
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
　

五
十
六
―
十
四
　
　
大
本
山
永
平
寺
蔵
九
十
六
巻
本
遵
古
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
　

五
十
六
―
十
五
　
　
大
本
山
永
平
寺
蔵
九
十
五
巻
本
寂
峰
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
三
本

五
十
六
―
十
七
　
　
大
本
山
永
平
寺
蔵
九
十
五
巻
本
克
民
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
九
本
　

六
十
一
―
一
　
　
　
岩
松
院
蔵
八
十
九
巻
本
道
覚
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
三
十
五
本
　

六
十
三
　
　
　
　
　
興
隆
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
四
本
　

六
十
四
　
　
　
　
　
定
津
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
六
本
　

六
十
六
　
　
　
　
　
洞
泉
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
八
本
　

六
十
七
　
　
　
　
　
正
宗
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
八
―
一
本
　

六
十
八
　
　
　
　
　
大
林
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
二
本
　

七
十
―
二
　
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
七
十
五
巻
本
玉
童
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
八
本
　

七
十
―
三
　
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
玄
中
所
持
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
四
十
一
本

七
十
―
四
　
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
八
十
八
巻
本
大
龍
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
七
―
一
本

七
十
―
五
　
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
八
十
三
巻
本
離
北
良
重
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本 

七
十
―
七
　
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
八
十
四
巻
本
智
拙
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本
　

七
十
―
八
　
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
六
十
巻
本
系
正
法
眼
蔵
四
冊
　
ネ
ガ
十
一
本
　

七
十
―
十
　
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
九
十
一
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本

七
十
―
十
一
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
九
十
六
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
八
―
一
本
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七
十
―
十
二
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
九
十
六
巻
本
面
山
序
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
八
本
　

七
十
―
十
三
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
八
十
九
巻
本
安
國
寺
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
二
本

七
十
―
十
四
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
八
十
九
巻
本
仁
山
傳
英
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本
　

七
十
―
十
五
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
九
十
五
巻
本
鰲
山
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
　

七
十
―
十
六
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
九
十
六
巻
本
古
鑑
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
三
本
　

七
十
―
十
七
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
九
十
五
巻
本
洞
明
良
瓚
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
本

七
十
―
十
九
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
九
十
五
巻
本
本
光
本
系
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
四
十
本
　

七
十
―
二
十
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
長
年
寺
本
正
法
眼
蔵
影
室
　
ネ
ガ
二
十
八
―
一
本

七
十
―
二
十
六
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
正
法
眼
蔵
傍
訓
　
ネ
ガ
四
十
五
本
　

七
十
―
二
十
八
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
洞
雲
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
九
本

七
十
―
三
十
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
秘
密
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
一
本

七
十
―
三
十
二
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
永
徳
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
八
本

七
十
―
三
十
三
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
大
本
山
永
平
寺
本
丹
嶺
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
本

七
十
―
三
十
四
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
八
十
四
巻
本
洞
善
院
旧
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
六
本

七
十
―
三
十
五
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
龍
満
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
四
本

七
十
―
三
十
六
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
興
正
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
一
本

七
十
―
三
十
七
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
吉
蔵
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
五
本

七
十
―
三
十
八
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
源
光
庵
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
本

七
十
―
三
十
九
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
東
運
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
一
本
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七
十
―
四
十
　
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
長
見
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
本

七
十
―
四
十
一
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
天
徳
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
一
本

七
十
―
四
十
二
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
本
秀
幽
蘭
注
脚
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
一
本

七
十
―
四
十
三
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
瑠
璃
光
寺
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本

七
十
―
四
十
四
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
濱
崎
始
頭
注
脚
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
八
本

七
十
―
四
十
五
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
草
山
書
龍
書
入
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
三
本

七
十
―
四
十
六
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
御
抄
書
入
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
一
本

七
十
―
四
十
七
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
黙
室
良
要
書
入
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
一
本

七
十
―
四
十
八
　
　
岸
沢
文
庫
蔵
古
知
知
常
書
入
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
一
本

七
十
一
　
　
　
　
　
最
福
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本

七
十
三
―
一
　
　
　
正
福
寺
蔵
八
十
四
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
三
本

七
十
三
―
二
　
　
　
正
福
寺
蔵
九
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
九
本

七
十
四
―
一
　
　
　
松
秀
寺
蔵
八
十
四
巻
本
兼
中
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
七
本

七
十
四
―
二
　
　
　
松
秀
寺
蔵
八
十
四
巻
本
祥
雲
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
八
―
二
本
　

七
十
五
　
　
　
　
　
福
王
寺
蔵
血
書
正
法
眼
蔵
八
冊
　
ネ
ガ
十
三
本

七
十
六
―
一
　
　
　
普
済
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
四
十
本

七
十
六
―
二
　
　
　
普
済
寺
蔵
血
書
正
法
眼
蔵
三
冊
　
ネ
ガ
五
本
―
五
袋
　

七
十
七
　
　
　
　
　
雲
興
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本

七
十
九
　
　
　
　
　
川
口
高
風
氏
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
五
本
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八
十
一
　
　
　
　
　
乾
徳
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
三
十
本

八
十
四
　
　
　
　
　
最
明
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
九
本

八
十
五
　
　
　
　
　
西
明
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
五
本
　

八
十
六
　
　
　
　
　
春
江
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
五
本

八
十
九
　
　
　
　
　
真
福
寺
寶
生
院
蔵
正
法
眼
蔵
大
悟
　
ネ
ガ
一
本
（
大
須
文
庫
）

九
十
　
　
　
　
　
　
瑞
泉
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本

九
十
三
―
一
　
　
　
田
島
毓
堂
氏
蔵
七
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
本

九
十
三
―
二
　
　
　
田
島
毓
堂
氏
蔵
九
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
三
十
一
本

九
十
五
　
　
　
　
　
東
光
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
四
十
九
本

九
十
七
　
　
　
　
　
如
意
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
六
―
一
本
　

九
十
八
　
　
　
　
　
普
済
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
　

百
四
　
　
　
　
　
　
龍
渓
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
九
本

百
五
―
一
　
　
　
　
霊
岩
寺
蔵
正
法
眼
蔵
傍
訓
　
ネ
ガ
三
十
八
本

百
六
　
　
　
　
　
　
霊
鷲
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
三
十
四
本

百
七
　
　
　
　
　
　
常
安
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
九
本

百
九
　
　
　
　
　
　
清
涼
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
六
本
　

百
十
　
　
　
　
　
　
洞
寿
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
二
本
　

百
十
二
　
　
　
　
　
安
養
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本

百
二
十
　
　
　
　
　
禅
定
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本
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百
二
十
一
　
　
　
　
東
運
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本

百
二
十
五
　
　
　
　
養
林
庵
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
五
本

百
二
十
七
　
　
　
　
佛
眼
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
―
二
本
　

百
二
十
八
―
一
　
　
陽
松
庵
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本

百
三
十
　
　
　
　
　
楽
音
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
七
本
　

百
三
十
三
　
　
　
　
大
寧
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本 

百
三
十
六
　
　
　
　
龍
満
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
九
本

百
三
十
七
　
　
　
　
寶
泉
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
一
本

百
三
十
八
　
　
　
　
瀧ろ
う

厳
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
六
本

百
三
十
九
　
　
　
　
常
福
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
本

百
四
十
一
―
一
　
　
永
明
寺
蔵
九
十
五
巻
本
曹
源
書
写
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
　
二
十
九
本
　

百
四
十
一
―
二
　
　
永
明
寺
蔵
九
十
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
二
本

百
四
十
二
　
　
　
　
圓
通
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本

百
四
十
四
　
　
　
　
法
泉
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
六
本

百
四
十
五
　
　
　
　
香
積
寺
蔵
正
法
眼
蔵
嗣
書
　
ネ
ガ
三
本

百
四
十
六
　
　
　
　
世
尊
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本

百
四
十
七
　
　
　
　
千
手
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
四
―
一
本

百
五
十
　
　
　
　
　
功
山
寺
蔵
正
法
眼
蔵
五
冊
　
ネ
ガ
九
本

百
五
十
二
―
二
　
　
瑠
璃
光
寺
蔵
正
法
眼
蔵
副
本
三
冊
　
ネ
ガ
六
本
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百
五
十
三
―
一
　
　
丈
六
寺
蔵
七
十
八
巻
本
百
川
所
持
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
九
本
　

百
五
十
三
―
二
　
　
丈
六
寺
蔵
八
十
九
巻
本
周
外
堂
所
持
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
四
十
三
本

百
五
十
三
―
三
　
　
丈
六
寺
蔵
八
十
九
巻
本
享
保
五
年
書
写
正
法
眼
蔵
五
冊
　
ネ
ガ
十
七
本
　

百
五
十
三
―
四
　
　
丈
六
寺
蔵
八
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
四
冊
　
ネ
ガ
八
本

百
五
十
三
―
五
　
　
丈
六
寺
蔵
八
十
九
巻
本
黙
堂
所
持
正
法
眼
蔵
二
冊
　
ネ
ガ
四
本

百
五
十
五
　
　
　
　
金
龍
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
本

百
五
十
七
　
　
　
　
正
善
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
二
本

百
六
十
二
　
　
　
　
龍
雲
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
五
本

百
六
十
七
　
　
　
　
世
尊
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
六
本

百
七
十
　
　
　
　
　
自
得
寺
蔵
正
法
眼
蔵
一
冊
　
ネ
ガ
二
本

百
八
十
一
　
　
　
　
青
岸
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
二
本

百
八
十
四
　
　
　
　
大
岳
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
六
本

百
八
十
五
　
　
　
　
海
徳
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
六
本

百
八
十
六
―
一
　
　
香
積
寺
蔵
七
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
四
冊
　
ネ
ガ
十
本

百
八
十
六
―
二
　
　
香
積
寺
蔵
八
十
四
巻
本
正
法
眼
蔵
二
冊
　
ネ
ガ
六
本

百
八
十
六
―
三
　
　
香
積
寺
蔵
八
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
九
冊
　
ネ
ガ
一
本

百
八
十
六
―
四
　
　
香
積
寺
蔵
八
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
傳
衣
・
袈
裟
功
徳
　
ネ
ガ
二
本

百
八
十
六
―
五
　
　
香
積
寺
蔵
八
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
袈
裟
功
徳
　
ネ
ガ
二
本

百
八
十
七
　
　
　
　
渓
壽
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
一
本
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百
八
十
九
―
一
　
　
龍
澤
寺
蔵
八
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
十
四
本

百
八
十
九
―
二
　
　
龍
澤
寺
蔵
九
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
七
本

百
九
十
―
一
　
　
　
龍
覚
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
十
冊
本
　
ネ
ガ
十
一
本
　
　

百
九
十
―
二
　
　
　
龍
覚
寺
蔵
七
十
九
巻
本
正
法
眼
蔵
　
七
冊
本
　
ネ
ガ
十
五
本
　
　
　
　
　

百
九
十
一
　
　
　
　
法
雲
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
五
十
本

百
九
十
二
―
一
　
　
正
龍
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
一
本
（
六
十
巻
本
系
）

百
九
十
五
　
　
　
　
清
光
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
十
六
本

百
九
十
六
　
　
　
　
香
積
院
蔵
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
三
十
五
本

百
九
十
八
―
一
　
　
松
源
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
瑩
山
和
尚
傳
光
録
　
ネ
ガ
五
本

百
九
十
八
―
二
　
　
松
源
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
永
平
一
派
室
内
傳
　
ネ
ガ
二
本

百
九
十
八
―
三
　
　
松
源
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
渉
典
和
語
鈔
　
ネ
ガ
二
本

百
九
十
八
―
四
　
　
松
源
寺
蔵
正
法
眼
蔵
　
哲
宗
求
眼
蔵
鈔
序
・
三
界
唯
心
篇
・
渉
典
補
闕
録
・
和
語
梯
　
ネ
ガ
六
本

二
百
六
　
　
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
九
十
五
巻
本
本
光
本
正
法
眼
蔵
五
冊
　
ネ
ガ
二
十
一
本

二
百
九
　
　
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
正
法
眼
蔵
弁
註
　
ネ
ガ
三
十
九
本

二
百
十
　
　
　
　
　
駒
沢
大
学
図
書
館
蔵
永
久
文
庫
正
法
眼
蔵
私
記
　
ネ
ガ
三
十
本

二
百
十
一
　
　
　
　
永
久
院
蔵
正
法
眼
蔵
私
記
　
ネ
ガ
七
本

二
百
十
三
　
　
　
　
普
済
寺
蔵
正
法
眼
蔵
弁
註
　
ネ
ガ
十
八
本

二
百
十
四
　
　
　
　
養
林
庵
蔵
梵
清
本
正
法
眼
蔵
　
ネ
ガ
二
本

二
百
十
五
　
　
　
　
蔵
法
寺
蔵
正
法
眼
蔵
袈
裟
功
徳
　
ネ
ガ
二
本
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　［
別
表
］状　

　
態

点
　
　
数

備
　
　
　
　
　
考
　

正
常
（
修
復
可
含
む
）

百
四
十
三
点

キ
ズ
あ
り

七
点

・
フ
ィ
ル
ム
に
キ
ズ
や
穴
が
あ
る

・
水
ぬ
れ
が
あ
る

撮
影
不
良

四
十
四
点

・
人
の
手
が
写
り
本
文
が
読
め
な
い

・
頁
を
め
く
る
途
中
で
写
し
本
文
が
読
め
な
い

・
一
部
に
光
が
入
り
字
が
読
め
な
い

・
一
つ
の
フ
ィ
ル
ム
を
二
重
に
写
す

　
　

　［
調
査
所
見
］

　
ま
ず
、
当
初
の
予
想
通
り
、
金
属
缶
に
納
め
ら
れ
た
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
十
三
点
が
修
復
不
可
と
な
っ
た
。
次
に
、
百
九
十
四
点
の
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
、
当
初
予
想
を
し
て
い
な
か
っ
た
撮
影
不
良
が
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
う
ち
の
大
部
分
は
、
本
文
の
上
に
手
を
置
い
た
ま
ま
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
部
分
的
に
本
文
が
読
め
な
い
状
態
の
も
の
で
あ
る
。
そ

の
他
に
も
、
数
は
少
な
い
が
、
頁
を
め
く
る
途
中
で
撮
影
さ
れ
、
本
文
が
読
め
な
い
状
態
の
も
の
も
あ
っ
た
。
更
に
撮
影
方
法
の
不
適
切

さ
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
数
点
あ
り
、
合
計
で
四
十
四
点
を
撮
影
不
良
と
し
て
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
撮
影
不
良
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
再
び
撮
影
し
直
す
し
か
方
法
が
見
つ
か
ら
ず
、
当
初
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
と
は
違
う
課
題
が

新
た
に
発
生
し
、
こ
の
ま
ま
当
初
の
デ
ジ
タ
ル
化
等
の
計
画
を
進
め
る
こ
と
は
困
難
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。
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【
付
　
録
】

　
　
　
團
野
弘
之
先
生
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
正
法
眼
蔵
諸
写
本
の
調
査
・
蒐
集
に
生
涯
情
熱
を
傾
け
た
團
野
弘
之
先
生
は
、
平
成
十
一
年
一
月
に
そ
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
『
正
法
眼
蔵

写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
を
上
梓
さ
れ
、
翌
平
成
十
二
年
七
月
九
日
に
享
年
九
十
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
先
生
は
、
鎌
倉
市
植
木
に
あ
る
曹

洞
宗
陽
谷
山
龍
寶
寺
の
住
職
を
務
め
る
か
た
わ
ら
図
書
館
員
と
し
て
一
生
を
全
う
さ
れ
た
。
以
下
、
先
生
の
図
書
館
員
と
し
て
の
足
跡
を

簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
先
生
は
、
明
治
四
十
四
年
五
月
九
日
鎌
倉
に
生
ま
れ
、
昭
和
六
年
三
月
文
部
省
図
書
館
職
員
養
成
所
を
終
了
、
昭
和
十
三
年
三
月
駒
沢

大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
を
卒
業
、そ
し
て
戦
後
、昭
和
二
十
三
年
一
月
か
ら
神
奈
川
県
師
範
学
校
男
子
部
図
書
室
勤
務
を
か
わ
き
り
に
、

同
年
五
月
に
は
文
部
事
務
官
を
、
翌
年
十
月
に
は
横
浜
国
立
大
学
附
属
図
書
館
事
務
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
同
図
書
館
を

退
職
さ
れ
る
ま
で
、
図
書
館
の
責
任
あ
る
地
位
を
勤
め
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
本
学
の
文
部
科
学
大
臣
委
嘱
の
司
書
講
習
の
講
師
を
昭

和
三
十
一
年
よ
り
担
当
さ
れ
、
筆
者
も
昭
和
四
十
七
年
の
夏
期
司
書
講
習
で
〔
目
録
法
〕
と
〔
目
録
法
演
習
〕
を
受
講
し
厳
し
く
ご
指
導

い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
や
先
生
が
宗
門
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
横
浜
国
立
大
学
を
退
職
さ
れ
た
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
本

学
文
学
部
一
般
教
育
（
図
書
館
学
）
講
師
に
就
任
さ
れ
、
翌
四
十
九
年
四
月
に
は
助
教
授
に
、
五
十
ニ
年
四
月
に
教
授
に
昇
任
、
五
十
七

年
三
月
ま
で
本
学
に
奉
職
さ
れ
た
。

　『
正
法
眼
蔵
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』に
よ
る
と
、昭
和
三
十
八
年
頃
よ
り
同
写
本
の
調
査
・
蒐
集
及
び
研
究
を
開
始
さ
れ
た
と
あ
る
が
、

本
格
的
に
研
究
に
従
事
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
本
学
を
退
職
さ
れ
て
か
ら
で
、
先
生
が
亡
く
な
る
直
前
に
大
著
書
誌
学
的
研
究
が
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完
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
学
と
常
に
関
係
が
深
か
っ
た
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。


